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１  

問 1 豆電球がなるべく明るく光るようにしたいので、かん電池を直列につなげばよい。 

問 2 スイッチが両方とも閉じているときのみ、電流が流れる。 

問 3 かん電池の＋極と−極を結ぶ導線の途中に豆電球などがないと、大きな電流が流れる。この現象を「シ

ョート」という。（ウ）は一つのかん電池の＋極から出た電流がもう一つのかん電池の−極に入り、2 つの

かん電池あわせて「ショート」となっている。（オ）は、かん電池の＋極から−極まで導線で“一筆書き”が

できるので、「ショート」になっているとわかる。 

問 4 (1) （ア）乾電池の右端の＋極と左端の−極を結ぶ導線に豆電球があるので、ショートにはなっていな

い。（ウ）かん電池の＋極どうしが反発し合うような力は、存在しない。 

(2)  電流が逆流する電池が含まれるものを選べばよい。（ア）は、電流が反時計回りに流れ、左上のかん

電池の中を電流が逆流する。（イ）は、電流が時計回りに流れ、下の電池の中を電流が逆流する。（ウ）は、

電流が反時計回りに流れ、どの電池も電流が逆流しない。 

 

 

 

２  

問２ 缶やペットボトルはつぶして、牛乳パックは切り開いて回収されていることを考えれば、洗ってリユー

スされるのはガラスビンだと判断できる。 

問 3 燃やしたときに二酸化炭素を発生する素材は、紙（牛乳パック）とプラスチック（ペットボトル）であ

る。 

問 4 「使う資源やごみの量をできるだけ少なく」できる取り組みなので、「ペットボトルを買わない。」「マ

イボトル(水筒)を持ち歩く。」などを答えてほしい。 

問 5 減量分が 44％なので、現在の牛乳びんの重さは、30 年前の牛乳びんの重さの 100-44=56%にあたる。

30年前の牛乳びんの重さを   gとすると、   ×
56

100
＝140、   ＝140÷

56

100
＝250 gと求められる。 

問 6 鉄は磁石につくが、アルミニウムは磁石につかないことを利用して、スチール缶とアルミ缶を分別して

いる。 

問 7 問題文中の「ペットボトルのラベルは消毒用エタノール溶液に入れると沈み、飽和食塩水に入れると浮

く。」を表１・２の数値を用いて整理すると、消毒用エタノール(0.86)＜ラベル(1.05)＜飽和食塩水(1.20)と

なる。よって、体積 1 cm3あたりの重さを比べたときに、プラスチックの方が液体よりも大きい場合には沈

み、液体よりも小さい場合には浮くことがわかる。このことから、ボトル(1.38)とリング(0.91)を分別する

ことのできる液体は、水(1.00)または飽和食塩水(1.20)であり、下のように整理すると、結果として適切な

ものは（ウ）となる。 

リング(0.91)＜水(1.00)＜ボトル(1.38) 

リング(0.91)＜飽和食塩水(1.20)＜ボトル(1.38) 

 

 

 

 



 

３  

問１(1) メダカは魚類のため、えらで呼吸する。 

(2) （ア）植物が光合成することによって周囲に酸素が放出される。（イ）気体は水温が高いほど溶解度が

下がるため不正解である。（ウ）微生物がエサの食べ残しを分解することによって、水中の酸素が消費さ

れるため不正解である。（エ）空気との接触を増やすことで、水中の酸素を増やすことができる。 

(3) メダカの成体は卵を食べてしまうため、卵はメダカの成体と別の水槽に移す必要がある。 

(4) （ふ化するまでの日数）×（水温）＝250 の式を利用する。250÷18=13.88…となるため、答えは（ウ）

となる。 

問２(1) 水槽の水は 38 L あり、mLを用いると 38000 mL と表現できる。また、100 mLあたりミジンコが

平均７匹いるため、以下のような式になる。38000÷100×7=2660  

(2) 他には、「酸素が不足する」「排せつ物が増える」「病気が流行しやすくなる」なども正答である。生物

が生きていくためには、エサや酸素などの環境中の資源が必要である。周囲に同種他個体が多い場合は、

１匹あたりが使用できる資源が減り、さらに各個体が放出する排出物の総量も増えてしまう。このような

環境の悪化によって増殖率が下がり、結果として成体数に上限が生じると考えられている。さらに、同種

他個体が多いことで感染症も流行しやすくなる。 

 

 

 

４  

問１ 日本の火山から噴出した火山灰の多くは、上空の偏西風によって火山よりも東側の地域に吹き流され

ることが多い。偏西風ではなくジェット気流と答えた場合も正解とする。 

問２(1) 火山灰の分布に偏りがあるため、火山に近いからといって火山灰が厚く堆積するとは限らない。図

では、地点③が最も厚く堆積している。 

(2) 地点②は 4 cm の線よりも外側にあるので、堆積している火山灰の厚さは 2 cm より厚く 4 cm より薄

く、4 cm 以上ではない。 

(3) 地点④は 1 cm の線よりも外側に位置しているので、火山灰の厚さは 1 cm よりも薄い。 

問 3(3) 風向きは、吹いてくる方角を使って表す。北西の風というのは、北西方向から南東方向に向かって吹

く風のことである。したがって、火山灰は南東方向に吹き流される。 

(4) この地域の地層は逆転していないものとすると書かれているので、下側にある地層のほうがより古い

ということになる。それぞれの柱状図の中で下側に描かれている B、F、C が各地点でより古いほうの火

山灰ということになるので、この３つの火山灰の上下関係を明らかにすればよい。⑤と⑥では、B よりも

F のほうが古く、⑦ではC よりも Fのほうが古いことがわかる。 

(5) B と C の上下関係を把握するためには、両方の火山灰が堆積している様子を観察できる地点を探すの

がもっともわかりやすい。 


